



















































っも、医療機関を受診して、 【子ども緊急事態に狼狽】し、 【病状の深刻さに呆然】1とする。 【病
状の進行の焦り】 【緊急搬送前の意に染まない対応に不満】を感じ、家族の【期待に添わないケ
アや救急体制に苛立ち】をもつ。緊急搬送されるにあたって、 【救命できる医療施設-の搬送を
期待】をし、 【搬送先の診断とケアに納得】して、 【医療者の労いに安堵】する。医療機関に受診
してから容態が落ち着くまで、家族は常に【子どもの治癒を切望】しているということが明らか
となった。
